
 

 

 

 

 

「遊び名人を目指して」 

幼稚部 桑谷 

現在、幼稚部には３歳児が３名、４歳児が７名、５歳児が５名の計１５名が在籍して

います。乳幼児相談室から療育に通っていた幼児もいれば、今年度から始めて聾学校に

足を運ぶ幼児もおり、実態は様々です。また、近年の幼稚部は時代の流れと共にいろい

ろな所に変化が見られています。大きな変化としては、保護者の付き添いがなくなり、

任意の参観になったということがあげられます。その他に、自由遊びの時間を長く設定

していることも変化の１つです。では、なぜ幼稚部で自由遊びの時間を長くしているの

かについて説明したいと思います。  

幼稚部では、平成２９年告示の幼稚園教育要領 総則 第１の２に示されている「幼

児の自発的な活動としての遊びは、心身の調和のとれた発達の基礎を養う重要な学習で

あることを考慮して遊びを通しての指導を中心として第２章に示すねらいが総合的に達

成されるようにすること。」という内容を受けて、5 年ほど前から自由遊びの時間を大

幅に増やすことしました。そのため、火曜日と水曜日に「あそび」と称した「自由遊

び」の時間を 1 時間半ずつ設けています。現在、幼稚部では、その自由遊びの時間を子

どもたちがより有意義に過ごすことができるよう、テーマを決めて様々な環境を提供し

ています。「子どもの自由に遊ばせた方が良いのでは？」と思われる方もいるかもしれ

ません。自分の好きな遊びを思いきり行うことは、もちろん大切だと考えています。そ

の一方で、大人が遊びの幅を広げてあげることで、好きな遊びが増えることもありま

す。また、幼児の場合には、少しの支援で苦手だったことが、好きなことに変わること

もたくさんあります。そのため、指導者が子どもの興味関心や知的好奇心をくすぐる環

境を準備することで、子どもたちの遊びがより豊かになると考えています。  

今年度の「あそび」の時間の取り組みの中で特徴的なのは、１学期は土粘土遊びとス

ライム遊び、２学期は色水遊びとがらくた遊び、３学期は光遊びと氷遊びです。先生方

で環境は整えますが、遊び方は子どもたちの自由です。もし、やってみて興味がもてな

かった子どもは、自分の好きな遊びをしても構いません。しかし、５月の土粘土遊びで

は、２日間に渡り全員が１時間半ずっと粘土遊びを楽しんでいました。そのときは、子

どもたちが１つの物で遊び続ける集中力を目の当たりにして、先生たちが驚いたほどで

した。経験を広げることはその先の人生を豊かにすることにもつながります。これか

ら、いろいろな遊びを通して、深く考えたり、協力したり、共感したりしながら更に遊

びを深め、「遊び名人」が増えてくれることを楽しみにしています。  
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 幼児・児童・生徒の

活動の様子  

 

幼稚部  春の遠足  

5 月 1 5 日（木）に幼稚部「春の遠足」が

行われました。   

年少組は円山公園の中を散策し、ありの

巣を眺めたり、松ぼっくりを見つけたり、

カ モ の お 散 歩 を 見 た り し て 親 子 で 共 感 し

ながら歩きました。そして、最後は公園の

遊具でたくさん遊びました。  

年中組は北海道神宮に行きました。事前

活動でお参りの仕方を練習し、お父さんお

母さんと一緒に、お賽銭を入れて本格的な

お参りを経験しました。最後は、来年挑戦

する登山道の入口を登ってみて、期待感を

膨らませました。  

年 長 組 は 毎 年 恒 例 の 円 山 登 山 に 挑 み ま

した。円山動物園側から登り、帰りは八十

八カ所ルートで下山しました。 5 人全員で

頂上から「ヤッホー」と叫ぶ！という目標

を立て、最後まで全員で登り、見事に目標

を達成することができました。頂上から見

下 ろ し た 景 色 は 心 に 残 る 思 い 出 に な っ た

と 思 い ま す 。 保 護 者 の 皆 様 ､御 協 力 い た だ

きあ りが とう ござ い ました。（文責：桑谷） 

小学部  校外清掃  

 地 域 の み な さ ま に ご 協 力 を い た だ き 、

「校外清掃」を行いました。  

子どもたちは「学校の周りをキレイにす

るぞ！」と意気込み十分。「ゴミ」について

学習中の 4 年生や既習の５・６年生は、目

的もしっかり理解して取り組みました。  

学校周辺はゴミが少なく、お宝探しのよ

うなゴミ拾いとなりましたが、地域の方々

の お か げ で 低 学 年 の 子 ど も た ち も し っ か

り環境整備に貢献！  

地 域 の み な さ ま に 改 め て 御 礼 申 し 上 げ

ます。（文責：森 ）  

中学部  花壇整備  

５月３０日（金）本校正門前の植樹桝に藍、亜麻  

の苗、マリゴールドの種を撒きました。苗は中学部  

Ｃ組が種から育て、植樹桝の草抜きや土起こしの作  

業もＣ組が行いました。  

今年度は地域の方と一緒に石を拾い、苗植えや種  

まき、水やりを行いました。はじめは距離を取って  

いる様子が伺えましたが、時間とともに苗を植える  

位置を相談したり、種を手渡ししたりする様子が見  

られ るようになりました。  

今後は水やり、草抜き をがんばっていきます。  

来校の際には植樹桝をご覧ください。  

 

（文責：高橋康章 ）  



 

 

運動会の様子
 

６月 13 日、よく晴れた空の下で幼稚部の運動会を行いました。開会式では、年長

組の子どもたちが選手宣誓や体操のリーダーとして立派に練習の成果を披露しまし

た。学年競技では、年長組はスタートから全力で、途中で諦めることなく最後まで頑

張り続けることができました。年中組はお互いを応援し合いながら、走って、跳んで、

投げて、そしてよく考えて頑張ることができました。年少組は緊張しながらも大好き

な家族からたくさんのパワーをもらって、初めての運動会を楽しむことができまし

た。（文責：土田）  

 

  

 

 

 

６月６日（金）に小学部運動会が行われました。全員、  

自分がもっている力を最大限に発揮することができた運動  

会になったと思います。今年は…なんと…同時優勝！６年  

生全員で優勝旗・優勝杯を受け取るというレアな瞬間を目  

にすることができました。本番に向けて児童たちは、体育  

の時間だけではなく、中休みや昼休みでもよさこいの練習  

や開閉会式の練習をしていました。児童たちの見えない努力があってこそ、本番での

活躍につながったのだと思います。（文責：木村）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１学期終業式  

２学期始業式の日程  

 

☆幼稚部  

☆小学部  

夏季休業日   

令和７年７月２４日（木）～令和７年８月２６日（火） 

 

１学期終業式  令和７年７月２３日（水）   第２学期始業式  令和７年８月２７日（水） 

幼稚部                                   幼稚部  

９：３０～１０：００  学級指導       ９：３０～１０：００  学級指導  

１０：００～１０：３０  終業式       １０：００～１０：３０  始業式  

１０：３０～１１：００  学級懇談      １０：３０～１０：４０  学級指導  

                     １０：４０～１１：１０  学級懇談  

小学部                  小学部  

８：５０～    ９：１０   終業式             ８：３０～  ８：５０  学級指導  

９：１０～  １０：４５大掃除・学級指導     ８：５０～  ９：０５  始業式  

１０：４５  下校                             ９：１５～  ９：３５  学級指導  

中学部                  中学部  

８：５０～    ９：１０  終業式             ８：３０～  ８：４５  学級指導  

９：１０～  １０：４５大掃除・学級指導     ８：５０～  ９：０５  始業式  

１０：４５  下校                             ９：１０～  ９：３０  学級指導  

小・中学部は

２ 校 時 か ら

授 業 が あ り

ます 。  


